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電話 :0770-62-1188
住所 : 若狭町市場 19-5
診療科 : 内科、整形外科、
　　　  リハビリテーション科、歯科

　父親が医師で、夜中でも駆け出していく姿を見て育った

のが医師になる第一のきっかけです。自然と自分は医者に

なると思って大きくなりました。

　その後何科へ進むか、どういう医者を目指していくかで

迷った時、恩師の教授に「総合医が一番」という言葉をい

ただきました。ただ、約 20 年前の当時は専門志向だった

ため、総合医を目指すのは大変でした。

　患者さんと家族との関わり合いについて、こちらがアド

バイスさせていただくことによって関係がうまくいく。そ

れが今の一番の喜びです。

　きっちり分析して理屈で考えるタイプではないので、こ

れがええなぁっていう感覚を大切にしています。

　好きな食べ物はビスケットとワイン。

岡 本 敏 幸　 医 師

F e a t u r e

　私たちの「まちのお医者さん」。
風邪をひいたり、おなかが痛かった
り、頼りたくなることもたくさん。
お医者さんたちの素顔をのぞいてみ
ましょう。

ま
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特 集

上 中 病 院
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　歯科の分野は、一般・小児・矯正・口腔外科と大きく 4 つに分類され、私は口腔外科に 10

年勤務していましたが、上中病院では子どもの患者さんが多く、歯並びなどの相談をよく受け

るので、矯正歯科に力を入れています。

　父が放射線技師をしていたので病院に行くことがよくあり、父の同僚の歯科医さんを見て憧

れていたのが歯科医になったきっかけかと思います。実際になってみると体を動かしている時

間が非常に長く、肉体労働をしている気がします。

　歯医者は痛い辛いというイメージがあると思いますが、以前は患者さんがどこも多く、時間

勝負で治療していたと聞いたことがあるので、そういったことから定着したイメージかもしれ

ません。自分も痛かった記憶があるので、患者さんには辛い気持ちにさせたくないと、削る音

も小さめにしたり、インプラントの手術などの後は、患者さんの様子を電話で聞いたりしてい

ます。「治った、ありがとう」と言われたとき、何ものにも代えられない喜びを感じ、体力が

戻る気がしました。

　野球が好きで観戦もしますが、町内の野球チームに所属してプレーも楽しんでいます。

松 木 宏 篤　 歯 科 医 師

上 中 病 院
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F e a t u r e

電話 :0770-45-1131
住所 : 若狭町気山 315-1-9
診療科 : 内科、小児科、整形外科、皮膚科、
        泌尿器科、婦人科、眼科、
        耳鼻いんこう科、リハビリテーション科
HP:http://www.obamahp-wakasa.jp/reiku/

　中学生の頃から、医師を目指す事を意識していました。

父と兄が医師なのでその影響も受けていると思います。患

者さんが良くなって退院されるのが一番うれしいと聞いて

いて、やりがいのある仕事だと思い志しました。

　整形外科の中でも関節リウマチが専門です。かつては治

すのが難しかったのですが、治療はこの 10 年で非常に進

歩し、今発症した患者さんは、薬を上手に組み合わせて使

えばほとんどの例が悪化せずに済みます。

　休みの日の楽しみは仲間と船で魚釣りに行くことです。

　当院で一番充実しているのはリハビリテーションです。

関節リウマチでお困りの方も、ここはしっかり検査や治療

ができる貴重な病院ですので、是非いらしてください。

入 江 善 二　 医 師

レ イ ク ヒ ル ズ 美 方 病 院
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特 集 !

　お医者さんの一日は、午前中は診察。午後は往診と診察。夜は医療の勉強や月に数回は勉強会などに。
そんな毎日を過ごされる先生が多いようです。病院がお休みでも、患者さんの体調を心配してくださって
いることも、お話をうかがって知りました。
　「医療資源」という言葉をご存じですか。お医者さんや看護師さんなど医療の仕事に携わる人や、医療
にかかる建物や機械などのことを言います。物質的な「資源」があっても、お医者さんがいないと「まち
の医療」は成り立ちません。私たちの健康を見守ってくれる「まちのお医者さん」。これからも少しずつ
ご紹介していきます。
　私たちの健康を見守ってくれる、ありがたい「まちのお医者さん」。これからも順番にご紹介していき
ます。

国
民
健
康
保
険
の
こ
と

　今年度から、若狭町の国
民健康保険税が値上げされ
ました。その理由を知りた
くて健康保険の仕組みを調
べてみました。

- ひ と こ と ふ た こ と -

ゴホゴホ

公務員など
共済保険

会社員など
社会保険

社会保険診療報酬支払基金

若狭町

一般会計 ○○会計

国民健康保険
    特別会計

○○会計 …

船員など
船員保険

国民健康保険
 団体連合会

・出産一時金 42 万円 / 1 人のうちの 2/3
・保険税の軽減された分の補てん
・高齢者や病床数が多い町はその補てん
・事務処理費用

平成 25 年度～追加で繰入れ
不足する国保税の約１／２
　　　　　H25　5,148 万円 ( 予定 )
　　　　　H26　8,014 万円 ( 予定 )

退職者・６５歳以上の分を払う

国・県

国保税
診察代

繰入金

請求支払

　国民健康保険を運営しているのは、主に市や町です。
　若狭町も健康課で事務処理をしていて、「国民健康保険特別会計」と
いう会計の中で入出金をしています。
　会計は、国と県・支払基金・国民保険団体連合会・町の一般会計から
の繰入金と、被保険者（保険に加入している人）が支払う国民健康保険税
( 以下、国保税 ) でまかなわれています。

　ところが平成 22 年度から、被保険者が払う国保税は
それまでと同じなのに、診察費用が大きくなり、会計が
赤字になるようになりました。
　平成 23・24 年度は、これまでに残っていた基金を取
り崩していましたが、とうとう平成 25 年度には底をつ
くことがわかってきました。
　そこで平成 25 年度からは、保険税を上げざるを得な
くなったのですが、あまりに大きな上げ幅なので、若狭
町の一般会計から、不足分の 1/ 2 を出してもらって、残
りを被保険者で支払うことにしたそうです。

支払
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あ か り の 賢 い 使 い 方

「 お げ ん き で す か 」

鳥 羽 地 区 作 品 展

ユースアドバイザー

　10 月 12 日から 14 日まで、鳥羽公民館で「鳥

羽地区作品展」が開催されました。

　会場には地区住民が趣味などで作った、手芸

や陶芸、絵画、生け花などの作品がずらりと並び、

連日多くの人が訪れました。

　来場者は、それぞれの作品の出来栄えに感心

しながら、一点ずつ丁寧に鑑賞していました。

　会場の一角には休憩コーナーもあり、ゆった

りとした空気が流れる心地よい展示空間でした。

　会場に訪れた鳥羽地区に住む年配の男性は、

毎年この展示会を楽しみにしていると、お茶を

飲みながら話してくれました。

　10 月 11 日、エネルギー環境学習が三方中学

校で行われました。今回は、「日照を上手に利

用しよう～校舎から考える環境学習」と題して、

同校の 3 年生 65 名が校舎に施された工夫点など

について学びました。

　講師には、校舎のエコ改修設計を担当した東

畑設計事務所の久保久志氏らを招き、サンバイ

ザーを使って教室の照明の効果を考えるゲーム

や校内のさまざまな場所で明るさ調査を行うな

ど、五感を使って明るさについて考える時間と

なりました。

　最後のまとめで生徒たちは、明るさに敏感に

なり、賢い照明の使い方を知ることが節電に繋

がると理解したようでした。

　子ども若者サポートセンターが主催す

るユースアドバイザー養成講座が定期的

に開催されています。

　今回は、育て直し・育ち直り実践アド

バイザーの角田春高さんを講師に迎えて

開催されました。子どもは、母親や保育

者などの大人との関わりがその「人」を

形作って行くという過程が順を追って説

明され、受講者はそれぞれ真剣にメモを

取っていました。

　その後、約 10 年間ひきこもっていた経

験を活かして、ひきこもっている若者な

どを支援している町田健史さんが講演を

しました。参加者は、どう支援していく

べきかなど熱心に質問していました。

　この文字を見て、ほっと一息つく方も多いと思いま

す。三方地域の図書館ボランティア虹の会が 25 年間発

行してきた小冊子の名前です。

　この冊子は、三方図書館の呼びかけで集まった図書

整理などを手伝うグループが、2 か月に 1 回のペースで

発行しているもので、社会福祉協議会や三方地域の方

に協力してもらい、ひとり暮らしの方などを対象に毎

回約 300 部配布しています。

　交替で文章を書き、寄稿文も掲載し、月 1 回の例会

で製本して配布準備を行います。出来上がったものを

全員で朗読し、感想や文章にまつわる思い出話をする

のも、楽しみのひとつだそうです。

　次回 12 月 12 日発行の 150 号は記念号として発行す

る予定です。25 年の活動を振り返る、節目の 150 号が

楽しみです。

教室の照明点灯クイズで照明効果を考える生徒たち
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ふ る さ と を ウ ォ ー ク 野 木 地 区 作 品 展

　10 月 13 日、第 18 回三宅地区ふるさとウォー

キング大会が開催されました。

　当日はさわやかな秋晴れ。大人から子どもま

で約 90 名の参加者は、開会式でコースの説明な

どを受けた後、元気に三宅公民館を出発しまし

た。

　今回は、安賀里の諦応寺を見学して、三宅公

民館へ帰ってくる約 9ｋｍのコースです。

　参加者は楽しそうに話しながら、心地よい気

候の中のウォーキングを楽しんでいました。

古 墳 に コ ー フ ン

　少し汗ばむ陽気となった 10 月 14 日、「第 8回

若狭町古墳めぐり～古墳にコーフンバスツアー

～」が開催され、町内外から 10 人が参加しまし

た。

　今回のツアーは、古墳マップを見ながら語り

部の山本和男さんのガイドで、脇袋や下タ中、

天徳寺などの古墳をバスでめぐりました。　

　脇袋の上ノ塚古墳では、参加者が実際に古墳

の上まで歩き、集落内の古墳を一望しながら説

明を聞きました。

　目でよく確認できる古墳群に参加者からは感

嘆の声が漏れ、「よくこんなに残っていたね」と、

太古の時代に思いを馳せていました。

お い も さ ん こ ん に ち は
　西田公民館主催のサツマイモ掘りに、梅の里

小学校の 1・2 年生と梅の里保育園児の 63 人が

参加しました。

　西田公民館が初めて行った催しで、5 月の上

旬に子どもたちが植えた苗を、地域住民と公民

館が世話をしてこの日の収穫を迎えました。

　子どもたちは、つるの根元を一生懸命手で掘

り返し、自分の顔と同じほどの芋を掘り出して

大喜び。土の中から次々見えてくる芋に果敢に

チャレンジしていました。

　掘り終った後は、公民館で芋を蒸かし、子ど

もたちは「あま～い」と、とてもおいしそうに

芋をほおばっていました。

　11 月 2 日から 5 日まで、野木公民館では「あ

なたと私の作品展」が開催され、小学生から 70

代までの幅広い年代から、針金アートや刺し子、

絵画、小説など多彩な作品が並べられました。

　ブロッコリーの花を山の木に見立てた押し花

は、つぼみから開いた花までを並べて山肌の陰

影を表現していて、来場者は作品に顔を近づけ

て見て感心していました。

　お茶コーナーでは、展示された小説を読みな

がら一息する人もいて、秋の休日を楽しんでい

る様子でした。

たいおうじ
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安 全 安 心 な ま ち を

　10 月 15 日、福井県の安全安心まちづくり旬

間に合わせ、ショッピングセンターレピアと

PLANT-2 で街頭啓発活動が実施されました。

　この啓発活動は、町内の防犯関係者や交番・

駐在所連絡協議会、青少年にかかわる各種団体

などが参加する若狭町安全安心まちづくり推進

協議会が、犯罪や事故などを防止し、安全安心

な地域社会の実現を目指すことを目的として行

われたものです。

　参加者らは、夕方の買い物帰りの人に「地域

安全活動にご協力を」などと呼びかけながら、

LED ライトやチラシを配布しました。

自 転 車 は ロ ッ ク

自 然 の 中 で 交 流

　10 月 16 日、若狭地区防犯隊連合会が上中中

学校を訪れ、自転車盗難防止用のワイヤーロッ

クを 100 個贈呈しました。

　小浜警察署管内では、去年の自転車の盗難が

27 件あり、そのうちのほとんどが無施錠で、持

ち主が高校生以下の自転車です。

　ワイヤーロックを受け取った生徒会の役員ら

がさっそく自転車置き場へ行き、防犯隊員の指

導を受けながら、鍵が壊れたものや無施錠のも

のにワイヤーをかける活動をしました。

　生徒会は、翌日以降も自転車を見回る活動を

重ねると意気込んでいました。

　10 月 17 日、嶺南・嶺北の交流学習が旧田烏

小学校 ( 小浜市 ) で行われ、上中中学校の 1 年

生と越前市武生第六中学校の 1 年生が参加しま

した。

　旧田烏小学校の体育館では、上中中学校の生

徒が考案した交流ゲームを行いました。

　最初は緊張していた生徒たちも、手づくりの

名刺を交換しながらお互いが笑顔になっていく

様子が印象的でした。

　ブルーパーク阿納 ( 小浜市 ) では、鯛釣り

体験をした後、釣った鯛をさばいたり、バーベ

キューをして楽しみました。

　生徒たちは体験を通じて若狭の自然に触れる

と共に、お互いに親睦を深めている様子でした。

響 け ピ ン ポ ン

　10 月 19 日、第 8 回若狭町子ども会卓球大会

が三方体育館で開催されました。

　子ども会に所属する小学 3 年生以上の 342 人

が参加し、地区ごとの団体戦や個人のトーナメ

ント方式で試合が行われました。

　会場にはピンポンの音と応援の声が響き、選

手たちは真剣な表情で熱戦を繰り広げました。

【結果】   団体の部　

　男子の部　優勝：梅の里Ａ

　女子の部　優勝：玉置Ａ

　　　　 個人の部

  男子の部　優勝：雨森正修（神谷）

  女子の部　優勝：塚本星那（玉置）



ま ち の わ だ い

広報わかさ 2013 年 12 月号　9

管 弦 楽 団 が や っ て き た ♪

　大阪音楽大学ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団が、

10 月 16 日は瓜生小学校、18 日には三方小学校でそれぞれ

コンサートを行いました。

　コンサートでは、各楽器の紹介や指揮者体験のほか、児

童による合唱とオーケストラとの共演なども盛り込まれま

した。児童たちは楽器や迫力ある演奏に興味津々な様子で

した。

　瓜生小学校 6 年の高木敦基くんは、「オーケストラを観

るのは初めて。一番好きな楽器は、きれいな音がするバイ

オリン。難しそうだけど弾いてみたい。楽器紹介のコーナー

で、打楽器の演奏者が揃ってスティックでリズムをとって

いたのが楽しかった」と、感想を話してくれました。

　児童たちにとっては一流のオーケストラの生演奏を間近

で鑑賞する貴重な機会となりました。

若狭町、どんなとこ？

　10 月 19 日から 20 日の２日間、「いなか

暮らし体験ツアー」が開催されました。

　このツアーは、移住に関心のある方が、

若狭町での暮らしぶりを体験したり、実

際に移住してきた人たちの本音を聞いた

りできるツアーとして町が企画したもの

で、今回は大阪と兵庫から 12 人が若狭町

を訪れました。　

　参加者は、熊川宿や瓜割の滝を散策後、

かみなか農楽舎で実際に若狭町へ移住し

た人たちとの交流会を行いました。

　参加者は、町の気候をはじめ、農業や

仕事についてなど、移住者の話に興味深

く聞き入っていました。

恋 の 予 感 …

　10 月 19 日から 20 日の２日にわたり、若者出

会い交流イベント「若狭恋愛白書」が開催され、

町内外から 23 人の男女が参加しました。

　このイベントは、わかさ東商工会青年部と町

が企画したもので、参加者たちは、夜の若狭三

方縄文博物館を貸し切っての脱出ゲームや三方

五湖のクルージング、グルメパーティーなどで

盛り上がりました。

　脱出ゲームが始まる頃には、参加者は最初の

緊張もすっかりほぐれ、グループ内で協力し与

えられたミッションにチャレンジしながら距離

を縮めていました。童心に帰ってはしゃぐ参加

者の様子が印象的でした。

担 い 手 交 流 ！
　10 月 22 日、若狭町認定農業者協議会による

就農活動 ( 担い手交流 ) が、かみなか農楽舎で

開催されました。

　地域農業者と就農予定者 ( かみなか農楽舎研

修生ら )など関係者が参加しました。

　地域農業者にとっては後継者の確保、また就

農予定者にとっては就農定住の確立に取り組む

機会となりました。

　会では、地域農業者と就農予定者がお互いに

自己紹介や意見交換を行い、その後は懇親会で

交流を深めました。

　地域農業者からは、後継者を心配する声が多

く、また、農楽舎の研修生は業務の内容などに

ついて質問しました。

児童の合唱とのコラボレーション ( 瓜生小学校 ) 指揮者体験 ( 三方小学校 )
農楽舎での交流会

脱出ゲームの説明を聞く参加者
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ア タ ー ッ ク ！

み ん な で エ コ 体 験自 動 車 道 か ら 眺 め る

災 害 に 備 え て

炊出し訓練 ( 三方 )

インターチェンジから高速道路へ 水車づくり体験

　10 月 27 日、鳥羽ファミリーウォークが開催

されました。大人から子どもまで約 300 人の参

加者が、秋晴れの中元気に鳥羽公民館を出発し

ました。

　建設中の舞鶴若狭自動車道を歩く事ができる

コースで、普段は歩くことができない場所から

ふるさとを一望できる貴重な機会でした。イン

ターチェンジの上では、NEXCO 中日本の稲垣さ

んより自動車道の説明がありました。

　ウォーキングの後は、小学校の体育館で、鳥

羽小学校の児童が作った米を使った餅つき大会

やバザー、抽選会が行われました。

　10 月 27 日、若狭瓜割エコビレッジ環境学習

イベント「行こ！エコキッズスクール！」が若

狭瓜割名水公園で開催され、多くの親子連れで

にぎわいました。

　ものづくり体験では、園児たちが木を磨いて

ルアーを作り、絵付けにチャレンジしました。

　ほかにも、工具を使って木のイスを作ったり、

実際に発電できる水車づくりも行われました。

　広場では、焼きいもづくりが始まり、子ども

たちはたき火を囲んで秋の味覚も楽しみました。

　10 月 27 日、若狭町女性の会バレーボール大

会 ( 県婦人バレーボール大会予選 ) が三方体育

館で開催されました。

　大会には、町内から 5チームが参加しました。

　参加者は、仲間と楽しく練習し、こうして試

合の機会があることがとても嬉しいと話してい

ました。

　どのチームも、日頃の練習の成果とチームワー

クの良さを生かし、パワフルな熱戦を繰り広げ

ていました。

　大会の準備や運営、当日の審判も今年はすべ

て女性の力で開催されており、大会を継続して

いくことの素晴らしさを改めて感じました。

　優勝した「きやま」チームは、大野市で開催

される県大会に出場します。(田上紀子 )

消防団秋季訓練 ( 熊川 )

　10 月 27 日、熊川公民館と熊川小学校で防災

訓練が行われました。

　地区の消防団員や上中消防団が参加し、規律

訓練と火災防ぎょ訓練が行われ、団員らは引き

締まった表情できびきびと訓練を行いました。

　訓練後は公民館内で土砂災害研修があり、地

域の方たちは興味深く話を聞いていました。

　その後、若狭消防組合によるはしご車体験搭

乗や救急訓練などを行いました。(橋本旭佳 )

　同日には中央公民館前でも自衛隊の車両展示

や体験搭乗、炊出し訓練などが行われました。
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プロに学ぶシリーズ、始まる！

民 俗 芸 能 大 会

　10 月 27 日、第 55 回近畿・東海・北陸ブロッ

ク民俗芸能大会がパレア若狭で開催されました。

　2 府 10 県で伝承されてきた民俗芸能が一堂に

会した盛大な催しで、若狭町では初めての開催

です。

　町内からは、「闇見神社の王の舞」と「三宅六

斎念仏」が出演し、たくさんの拍手が送られて

いました。

　ほかにも、岐阜や和歌山、三重、京都、兵庫

の芸能も演じられ、県内では、高浜町の「塩土

の太刀振」が披露されました。

　どれも大事に守り伝えられてきた風格にあふ

れ、観客を魅了しました。

梅 を テ ー マ に コ ン テ ス ト

闇見神社の王の舞

　9 月に福井県で開催された SATOYAMA イニシア

チブ国際パートナーシップ (10 月号に掲載 ) を

契機に、「福井県里山里海湖研究所」が鳥浜の

縄文プラザに設置されました。

　幼少時に県内で過ごしたこともある、東京農

業大学名誉教授の進士五十八氏が所長に着任し

ました。

  町内で取り組んできた自然環境活動が実を結

んだともいえるこの施設は、今後、研究者だけ

でなく県内外の環境に関わる人や生活の窓口と

して機能することが期待されています。

  今年度は、学校教諭などに協力を得ながら運

営して、来年度から本格的な運営が行われる予

定です。

里 山 里 海 湖 研 究 所

　10 月 28 日、瓜生地区地域づくり協議会教育・

文化部会主催の「プロに学ぶシリーズ」の第 1

回が、パレア若狭キッチンスタジオで開催され

ました。

　これは、地区の女性に楽しくふれあい活動を

してもらおうと企画されたもので、今回は、瓜

生地区で寿司店を営む小笠原拓也さんを講師に

「ちらし寿司作り＆飾り切り」を参加者 16 人が

学びました。

　ちらし寿司作りでは、特にご飯の混ぜ方に興

味津々で、また初めての飾り切りには必死で取

り組む姿が見られました。

　このシリーズは 3 回行われ、いずれも地元瓜

生地区のプロの方に講師をお願いするそうで

す。　(橋本幸美 )

　10月 27日、向笠の縄文の里文化伝承館で、「“き

ば～ろ向笠”郷の梅ふれあいデー」が開催され、

その一環として梅をテーマにした料理コンテス

トが行われました。

　コンテストでは、集落を 9 つのグループに分

け、今年の 6 月からグループごとに準備を重ね

当日を迎えました。

　会場には、グループごとに季節や梅にちなん

だオブジェも飾られ、テーブルコーディネート

されたものや珍しい加工品が美しく並べられま

した。

　各グループから選ばれた審査員が試食をして

審査しました。どれもちょっと手を伸ばしてみ

たくなる見事な作品でした。

くらみ

し ん じ い そ や

さとやまさとうみ
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田んぼや畑を数珠つなぎ ー田んぼや畑、自慢しますー

なしたええんや ーわたしのオススメ、教えますー

「台風 18 号で、畑が水と泥に浸かってしもたんです。泥はどけたんやけど、
まだ残っとります。ネギは丈夫なもんで、水で倒れても今はまたまっすぐ
に育っとります。収穫したネギは農協に出荷しています」

「若狭町に帰って来てから、ふとしたきっかけで美容の仕事に就きました。
エステサロンを始めた今は、みなさんにリラックス空間を提供しています。
ぜひ遊びにきてね！」
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